
学力向上対策
「子供たちの力を最大限に引き出すための

デジタルを活用した教育の充実」

第1９回高知市総合教育会議資料

高知市教育委員会学校教育課
令和６年２月13日（火）
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行財政改革会議 文部科学省説明資料より
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高知市の現状
～自立した学習者の育成を目指して～

・小学校においては，国語と算数で全国平均を上回っている。特に国語においては，昨年度の全国平均正答率との差より1.6ポイント
上回っている。

・中学校においては，国語と数学で全国平均正答率との差を縮めている。特に，数学においては，昨年度の全国平均正答率との差を
3.0ポイント縮めている。英語では，H31調査における全国平均正答率との差より1.2ポイント開いている。

小学校 中学校

全
国
平
均

全
国
平
均

令和５年度全国学力・学習状況調査の結果H19 ～R４における高知市平均と全国平均正答率との差の推移

算数＋2.4

国語＋2.1 国語－3.9

数学－4.7

英語－8.4
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高知市の現状
～自立した学習者の育成を目指して～

＜令和５年度全国学力・学習状況調査児童生徒質問紙調査＞より

①「授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組むことができていると思う」
と回答した児童生徒

（肯定的に回答した割合）R５小学校：76.0％（78.8％），中学校：80.0％（79.2％）※（）内は全国平均

②「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり，広げたりすることができていると思う」
と回答した児童生徒

（肯定的に回答した割合）R５小学校：78.0％（81.8％），中学校：79.7％（79.7％）※（）内は全国平均

③「学校の授業時間以外に、普段(月曜日から金曜日)，１日当たり全く勉強しない」と回答した児童生徒
R５小学校7.2％（4.6％），中学校：11.6％（6.0％）※（）内は全国平均

④「家で自分で計画を立てて勉強をしている（学校の授業の予習や復習を含む）」と回答した児童
（肯定的に回答した割合）R５小学校：66.2％（70.7％），中学校：52.2％（55.0％）※（）内は全国平均

①,② 主体的に学びに向かい，他の人と協働して課題を解決できる。
③,④ 一人一人が自分に合ったやり方を選び，自分に必要な学びを自分でつくれる。
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すべての子供たちに確実な資質・能力の育成

授業改善
主体的・対話的で深い学び

デジタル
の活用協働的な学び

個別最適な学び一体的
に充実

新しいALTに向けてビデオ
レターを撮影している様子

図形作成ツールを活用して
考察している様子

提示する資料の順番を考
察している様子

英語 国語数学社会

データを活用して考察し
ている様子

理科

学習指導要領の着実な実施
【活用例】

高知市の現状
～自立した学習者の育成を目指して～

課題解決に向けて必要な情
報を取捨選択している様子
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・ 社会的事象の意味や意義，相互の関連を現代の社会生活と関連付けて，多面的・多角的に考察する力。
・ 現代社会に見られる課題を把握して,よりよい社会の構築に向けて,複数の立場や意見を踏まえて根拠に基づき公正に判断
する力。

・ 各時間で使用した情報（資料）や追究してきた内容をロイロノート（通常ノート）にまとめておくことで，既習事項と関連付
けて考察する。

・ ロイロノート（共有ノート）を使用し，構想した内容について互いに助言し合い，構想の妥当性や実現の可能性を考える。

事例の概要

デジタルの活用のポイント

育成を目指す資質・能力

【中学校・第３学年・社会・公民的分野「憲法が保障する基本的人権」】高知市教育委員会

これまでの【第１時】
･社会の変化と人々の生活に着目して，未来の社会
に見られる人権課題について，見通しをもつ。

これまでの【第２～４時】
・基本的人権の意味や意義，構成について整理し，
現代の課題について把握する。・・・①

これまでの【第５～７時】
・権利の対立による問題や問題解決のための手立て
について追究する。・・・②

こ
れ

ま
での【第８時】

・今後の社会において，必要な権利について構想する。
・・・③

・共有ノートを活用し，助言し合う。・・・④

これまでの【第９時】
・ 助言したことを基に，修正した構想を全体で共有し，
単元の振り返りをする。

① 日本国憲法で保障されている基本的人権の意味や身の回りの事例につい
て調べたことを整理し，社会に見られる課題について自分の考えをまとめる。

② 権利と権利が対立するような事例を基に，よりよい合意に至るためにどうした
らよいか追究し，自分の意見をまとめ，議論する。また，人権保障をより確か
にするための権利（参政権や請求権）について調べて整理する。

③ 現代社会の特色や想定される社会の変化を基に，今後の社会において必
要となる権利について，これまでのロイロノート等に整理してきたものを基に，構
想する。

④ 各自が構想したことを基に，対立と合意，効率と公正に着目して，考えた
内容が妥当かどうか，また実現可能かどうかを共有ノートを使って，議論する。
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【事例におけるデジタルの活用の場面②】

【事例におけるデジタルの活用の場面①】

【中学校・第３学年・社会・公民的分野「憲法が保障する基本的人権」】高知市教育委員会

〇学習過程と事例におけるデジタルの活用の場面との関係
【既習事項を取捨選択・関連付けて考察する】 デジタルの活用の場面①
・ 毎時間追究してきた基本的人権に関する身の回りの事例や人権保障における政治の
役割等について，収集した情報（資料）や自分の考えをロイロノート（通常ノート)に
まとめることで，課題解決の際に必要な既習事項を取捨選択し，関連付けて考察する。
【他者の助言を基に構想したことを再考する】 デジタル活用の場面②
・ グループでロイロノート（共有ノート）を使用し，互いの助言を共有することで，個人で
考察したり，構想したりしたことを再考する。

〇デジタルを効果的に活用するためのポイント
・ 基本的人権の意味や意義，課題について学習したことをすぐに振り返ることができる
ようにする。
・ 個人で構想したことについて，互いに助言し合うことで，多様な視点を取り入れる
ことができるようにする。

〇デジタルの活用のメリット
＜生徒にとってのメリット＞
・ 現代社会における課題を把握するために必要な様々な資料が，ロイロノート内に蓄
積されるとともに，そこから考察したことをいつでも取り出して関連付けて考えることができ
る。
・ 自分の考えに対する，複数の友達からの助言を同時に見ることができる。

＜教師にとってのメリット＞
・ 課題解決に向けて，生徒が社会的な見方・考え方を働かせているかを見取り，学習
改善につながる評価を行うことができる。
・ 単元を通して生徒の定着状況を見取り，指導改善の手立てに生かすことができる。

課題解決に向けて必要な情
報を取捨選択している様子

毎時間学んだことをまとめ
たカード

自分の考え

再構
築

友達からもらった助言
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小学校・第６学年・英語・Unit 3 Let’s go to the BAL Festival. ～BAL祭りの魅力を伝えよう～
（Let’s go to Italy. より）「話すこと（発表）」 ー（ウ）高知市教育委員会学力向上推進室 ①

高知市内の交流校の小学生や先生に，BAL祭りに行ってみたいと思ってもらえるように，祭りについて伝えたいことを整理しな
がら自分の思いを発表する。

聞き手にBAL祭りについて行ってみたいと思ってもらえるように，他領域の授業でロイロノートを用いて作成した祭りのポスターを活用しな
がら，祭りについて発表する。

〇グッドモデル動画の視聴，発表内容の再考
前時に児童が提出した発表動画（ロイロノート）の中から，グッドモデルを提示す

る。全体で動画を視聴後，ALTが内容面と言語面からフィードバックをする。その後，
児童は前時に撮影した自分の動画を観ながら発表内容を再考する。
〇ペアでお互いに発表
総合的な学習の時間の際にロイロノートで作成した祭りのポスターを活用して，ペ

アでお互いに発表→中間指導を通して発表内容を再考→再度ペアで発表し合う。
〇参観者に発表
②で再考した内容をもとに，参観者に祭りのポスターを提示しながら発表する。

〇ビデオレター作成，振り返り
新しく来たALTに向けて，祭りについてタブレットでビデオレターを作成，提出し，

振り返りをする。

① グッドモデル動画の視聴，
発話内容の再考

② ペアでお互いに発表

③ 参観者に発表

④ 発表内容の再考，音声
録音，振り返り

事例の概要

デジタルの活用のポイント

育成を目指す資質・能力
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＜デジタルの活用場面①＞
前時に児童が提出した動画の中からグッドモデルを提示，全体で共有
した後，ALTが内容面でのフィードバックを行う。また，他の児童の動画
の発話内容から，間違いが多かった表現についてもALTが全体で確認し
た。児童はALTのフィードバックをもとに，前時に撮影した自分の動画を
観ながら内容面と言語面の両面から発表内容を再考する。

＜デジタルの活用のメリット＞
・ 自分の動画を観てグッドモデルと自分の発表内容を比較したり，表現
の正しさについて自分で確認したりすることによって，自らの学びを調整す
ることが可能となる。教師は児童の動画を確認することで，どの文構造や
表現につまづいているのかを把握しやすくなる。

【事例におけるデジタル活用の場面②】

【事例におけるデジタルの活用の場面①】

小学校・第６学年・英語・Unit 3 Let’s go to the BAL Festival. ～BAL祭りの魅力を伝えよう～
（Let’s go to Italy. より）「話すこと（発表）」 ー（ウ）高知市教育委員会学力向上推進室 ②

＜デジタルの活用場面②＞
参観者への発表後，児童は新しく来たALTに向けてビデオレターをロイ
ロノートで撮影，提出する。ALTに興味を持って聞いてもらえるように，
祭りのチラシ（自作）を見せたり，ALTに問いかけたりしながら発表内容
を工夫する。

＜デジタルの活用のメリット＞
・ 毎時間，動画をはじめとするデータを継続的に蓄積することで，児童
が前時の自分の発表内容と比較して，どのような表現が増えたか，正し
く言うことができるようになった表現は何かなど，自らの学びの伸びを実感
しやすくなる。また，教師は児童の学習の様子を可視化でき，個に応じ
た指導がしやすくなる。

グッドモデルの動画を視聴し
ている様子

前時の自分の動画を観て
再考している様子

新しいALTに向けてビデオレターを撮影している様子
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成果と課題

●デジタルの活用に，学校間格差，教師間格差があり，どのように解消して
いくか。

●授業において，子供が自己調整を図りながら自己の学びを構築していける
「単元づくり」をいかに推進していくか。

●各校において，授業と家庭学習の接続・往還をいかに図っていくか。

〇１人１台端末を用いることで，子供の「主体的な学び」を支援できるという
教師の理解が深まってきた。

〇子供が「探究的な学び」に向かう問題解決型の授業の推進が図られてきた。

〇AI型デジタルドリル（Qubena）を活用することで，授業改善に寄与すると
ともに基礎・基本の学力の定着に効果が見られた。

～デジタルの活用について～
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今後の取組
～令和6年度に向けて～

令和5年度 学力向上対策
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GIGA
Global and 
Innovation 

Gateway for All

60校60通りのGIGAスクール構想

１人１台端末の“課題型持ち帰り”

｢学び方｣を身に付けるための授業研究

学び方を選択し，自己決定，自己調整

授業改善についての取組
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GIGA
Global and 
Innovation 

Gateway for All

学習指導要領 ｢学びに向かう力｣

令和の日本型学校教育
■子供が自らの学習の状況を把握し，主体的に学習を
調整することができるよう促す

■子供自身が学習が最適となるよう調整する
■異なる考え方が組み合わさり，よりよい学びを生み出す
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単線型の授業

複線型の授業

教師がハンドルを握り，教師が考えたコースを
教師のペースで進む（児童生徒は？）

児童生徒一人一人が自らハンドルを握り，
自分で考え，自分のペースで，他者の行き
方を参照しながらゴールをめざす

GIGA
Global and 
Innovation 

Gateway for All

目指す授業のイメージ
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単線型（従来型）と複線型（クラウド活用型）の授業展開の例
東京学芸大学教育学部教授 高橋 純

日本教育工学会研究報告集「１人１台端末を活用した高次な資質・能力の育成のための授業に関する検討」から引用）

GIGA
Global and 
Innovation 

Gateway for All
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GIGA
Global and 
Innovation 

Gateway for All

高知市教育委員会が学校訪問を行う際に提示している資料
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GIGA
Global and Innovation 

Gateway for All

昭和小学校の授業のようす
授業と家庭学習の接続・往還

浦戸小学校の授業のようす
学習者主体の授業づくり

初月小学校の取組のようす
タイピングのスキル向上の取組

春野中学校の授業のようす
AI型デジタルドリルを活用した授業の展開

授業実践の紹介
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